
八基地区では、１９８４年６月に八基公民

館において、地域ぐるみの活動
かつどう

について、

各委員長
かくいいんちょう

会議
か い ぎ

で協議
きょうぎ

がされました。そこで、

「花
はな

いっぱい運動
うんどう

」と名付
な づ

けてフウリン草の

栽培を地域で行うこととなり、ＰＴＡ役員
やくいん

等
とう

を集
あつ

め、栽培についての指導
し ど う

が行
おこな

われ活動が

具体化
ぐ た い か

しました。やがて、美
うつく

しい花が咲
さ

くと

「青少年
せいしょうねん

健全
けんぜん

育成
いくせい

の花」として、八基地区の

各家庭
かくかてい

に配布
は い ふ

され、地域全体
ぜんたい

で組織的
そしきてき

・

計画的
けいかくてき

・継続
けいぞく

的
てき

に発展
はってん

させてきました。この

活動
かつどう

は、今年で３３回目を迎
むか

え、各家庭や、

八基小学校で大切に育てられた色とりどりの

鉢植
は ち う

えが約４５０鉢出品
しゅっぴん

され、５月下旬のフ

ウリン草展の会場
かいじょう

は、たくさんの愛好者
あいこうしゃ

らで

賑
にぎ

わいました。
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近年
きんねん

、深谷市でも核家族化
か く か ぞ く か

の進行
しんこう

や生活
せいかつ

形態
けいたい

の都市化
と し か

などにより、地域における人々
ひとびと

の生活環境
かんきょう

は大きな変化
へ ん か

を見せて

います。このような変化から家庭
か て い

と地域の繋
つな

がりが希薄化
き は く か

し、子ども達
たち

が親
おや

以外
い が い

の大人と関
かか

わる機会
き か い

が少
すく

なくなりつつあ

ります。

そんな中、八基
やつもと

地区
ち く

では、以前
い ぜ ん

より青少年
せいしょうねん

健全
けんぜん

育成
いくせい

活動
かつどう

として、子ども達とともにフウリン草の栽培
さいばい

活動
かつどう

を行っていま

す。地域の子どもは地域で育てるという伝統
でんとう

が現在
げんざい

に引
ひ

き継
つ

がれています。

編集・発行

ります。

家庭教育だより「まごころ」編集委員会

『ほめてのばす』・・・。皆
みな

さんはどうお考えですか？息子は 年生からスポーツ少年団
しょうねんだん

に所属
しょぞく

しています。私もスポーツ少年団

出身
しゅっしん

で高校まで運動の毎日でした。基本的
き ほ ん て き

にスポーツ＝スパルタの考えだった私。叱
しか

られることなんて当たり前と思っていました。

当初
とうしょ

は息子の練習
れんしゅう

態度
た い ど

やプレーに対
たい

し口うるさく言ってしまうことが多かったのです。それが普通だと思っていましたし、ちょっ

としたアドバイス感覚
かんかく

で。でもなかなかやる気の出ない息子。指導者
し ど う し ゃ

の方に相談
そうだん

すると『ほめてのばす』ということを教えていただ

きました。当時
と う じ

は物足
も の た

りなさを感じ、違和感
い わ か ん

でいっぱいでしたが実践
じっせん

してみることにしました。まずは練習
れんしゅう

終
お

わりに「今日はどん

な事でほめられた？」と聞くと嬉
うれ

しそうに話してくれました。私も自然
し ぜ ん

とほめられた事を一緒に喜
よろこ

べるようになり、練習を重ねる

たびに息子の得意
と く い

なところがわかるようになり、苦手
に が て

なことに対しての目標
もくひょう

までもたてられるようになりました。私
わたし

自身
じ し ん

も気持ち

に余裕
よ ゆ う

ができ、口うるさかったことを反省
はんせい

もしました。そこからの息子は大会
たいかい

成績
せいせき

も上がってきたのです。子供が自
みずか

ら考え、試行
し こ う

錯誤
さ く ご

し、自信
じ し ん

がつくようになり、指導
し ど う

方針
ほうしん

に感謝
かんしゃ

しました。スポーツだけではなく、日々時間に追
お

われついつい叱る事が多くなってしま

いますが、子供の努力
どりょく

に気づいてあげること、自ら学ぶことを見守ることで支えになりたいと今は思っています。もしかしたら子供

に対してだけではなく、自分の周りの大人にもそういう気持ちで接
せっ

することがいいのかもしれないですね。 大寄小学校 保護者

①フウリン草栽培の経緯
け い い

について

②フウリン草の栽培
八基小学校でも学校をあげてフウリン

草の栽培に取り組んでいます。５月下旬
げじゅん

に種
たね

を撒
ま

き発芽
は つ が

した苗
なえ

を、９月の運動会
うんどうかい

終了後
しゅうりょうご

に５年生を中心
ちゅうしん

に大きな鉢に植
う

え替
か

えます。鉢の中には赤
あか

玉土
だまつち

を敷
し

き、

培養土
ばいようど

をたっぷり入れて苗を植えます。

苗の周
まわ

りには油
あぶら

かすを入れて水をたっぷ

りやれば一鉢
ひとはち

できあがり、一人一鉢ずつ

記名
き め い

し育
そだ

てています。地域の方たちに土

づくりから支柱
しちゅう

立
た

て、その後の世話
せ わ

の

仕方
し か た

について教
おし

えていただき、秋
あき

から

来春
らいしゅん

まで長期間
ちょうきかん

にわたる水やり、追肥
つ い ひ

等
など

の世話
せ わ

が始まります。

フウリン草は厳
きび

しい冬
ふゆ

を越
こ

え、３月頃

になると成長
せいちょう

が 著
いちじる

しくはやくなり世話
せ わ

が大変になります。この頃
ころ

は、水のやり過
す

ぎで根
ね

腐
ぐさ

れが生
しょう

じ、水やりを忘
わす

れると枯
か

れてしまい、学校が休みの日でも目
め

が離
はな

せなくなります。

４月から６年生になった子ども達は、

登
とう

下校
げ こ う

時
じ

にフウリン草の鉢を覗
のぞ

いては、

必要
ひつよう

に応
おう

じて水やり等に努
つと

めています。

八基小学校へは、地域の方がたくさん

来校
らいこう

されます。その際
さい

にフウリン草を見

て、励
はげ

ましの声をいただき、背中
せ な か

を押
お

さ

れながら地域の皆様
みなさま

と共にフウリン草を

育てています。

１９８４年からフウリン草を地域ぐるみで栽培し続け、八基小学校と

協 力
きょうりょく

してフウリン草を栽培したのは、１５年くらい前の事です。フウリン

草の栽培は、過保護
か ほ ご

でも放任
ほうにん

でもきれいな花を咲かせるのは難
むずか

しく、高温
こうおん

を

嫌
きら

い、水やりにはコツがあるなど世話
せ わ

がかかります。苦労
く ろ う

の多
おお

い子
こ

育
そだ

てによ

く似
に

ている点が、共感
きょうかん

を呼
よ

んでいるのではないかと感じています。子ども達

が、友達と協力してフウリン草を育てている元気
げ ん き

な姿
すがた

、フウリン草が美
うつく

し

く咲いた時に、子ども達の目がキラキラしている姿を見ると嬉
うれ

しくなります。

今後も、地域ぐるみで行っているこの取組
とりくみ

を継続
けいぞく

して、後世
こうせい

に伝えていきた

いと思います。

④青少年健全育成会 新井 祐二 会長

③子ども達の声

・工夫したところ、フウリン草の葉や花に水をあげるのではなく、土に水をあげたと

ころです。毎日
まいにち

欠
か

かさず水をあげるのが大変でした。

Ｑフウリン草を育てるのに工夫
く ふ う

したことや、大変だったことは

ありましたか？それは、どんな内容ですか？

Ｑ支えてくださった地域の方に、伝えたいことはありますか？

・「私達
わたしたち

のフウリン草を運
はこ

ぶのを協 力
きょうりょく

してくださった皆様
みなさま

、ありがとうございま

す。皆様のおかげで無事
ぶ じ

、フウリン草展にフウリン草を出させていただく事がで

きました。本当にありがとうございました」と伝えたいです。

・素晴
す ば

らしいフウリン草を一緒に育てるのに手伝
て つ だ

ってくださってありがとうござい

ます。いい思い出になりました。

八基小学校の「花
はな

はなプラン」で５年生がフウリン草を栽培し、翌年
よくとし

に開
かい

催
さい

され

る八基
やつもと

公民館
こうみんかん

主催
しゅさい

の、フウリン草展
てん

に出 展
しゅってん

するまでの取組を紹介します。

・大変だったことは水やりです。フウリン草は、こまめに水やりをしないといけない

ので、とても大変でした。でも、みんなで交代
こうたい

しながら毎日、水やりをしました。
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深谷市立教育 所 学校 相談員 本 子

教育 所では、お子さん

の健
すこ

やかな育ちを応
おうえん

する

ため、ご家族やご本人との

相談
そうだん

を行っています。

深谷市立教育 所

３６６ ０８ ３

深谷市本 １ ８

Ｔ ０４８ ５ ９４５６

あて ３６６ ０８ ３ 深谷市本 １ ３

深谷市教育委員会生 学習スポーツ 「まごころ」 当へ

５ ９５８１ ５ ４ ５８６１

さんしょう

の
かお

りがきいた具
ぐ

だくさんの ー ー 腐
ど う ふ

です。市
し は ん

の素
もと

を わなくても美
お い

しく れます。ぜひ、お試
ため

しあれ。

４人分
ぶ た

ひき
に く

１ ０

腐 切
か く ぎ

り 一

にんじん みじん切り 1/3本
玉ねぎ みじん切り 1/2
たけのこ水

み ず に

６０

みじん切り

にら １ １５

にんにく みじん切り １

しょうが みじん切り 少々

長
な が

ねぎ みじん切り １本

油
てきりょう

中
ち ゅ う か

スープの素 小さじ１

小さじ１

しょうゆ 大さじ１
てんめんじゃん

４０

① 腐は切り、
し お

少々
しょうしょう

を入れた
ゆ

で、温
あたた

めるぐらいに
か る

くゆ

でる。

②
や さ い

はそれぞれ切っておく。

③ の
ちょうみりょう

を わせておく。

④油でにんにく、しょうが、

、 ひき の で める。

にんじん、玉ねぎ、たけのこ

ねぎを えて め、水を入れ

る。

中 スープの素、 わせ

を入れ、にらを
く わ

える。

ゆでておいた 腐を え、水

き 、ごま油、 さんしょ

うを え仕上げる。
とうばんじゃん

小さじ１
こ な

さんしょう 少々

ごま油 小さじ1/2
か た く り こ

大さじ１

水 １ ０cc
ポイン

腐は くゆでて、余分
よ ぶ ん

な水分
すいぶん

を く

ことによって、
ま

ぜ
あ

わせた時
とき

のくず

れをなくします。

り方

は た ら よ う ち え ん

は、近
き ん り ん

の
し せ つ

や地域
ち い き

の方々
か た が た

との交
こうりゅう

を 的
せっきょくてき

に行っています。

成 年には 小学校 内
し ゃ な い

に
え ん し ゃ

を
う つ

し、小学校の や 生との交 も

えました。敷地内
し き ち な い

には い 庭
え ん て い

や
はたけ

もあり、のびのびとした環境
かんきょう

の中で子ど

もたちは過
す

ごしています。

の では、年間
ね ん か ん

を通
と お

して
や さ い

を
つ く

っています。地域
ち い き

ラン アの方や

保護者
ほ ご し ゃ

の方にご協力
きょうりょく

をいただきながら育
そ だ

て、 月にはたくさんのじゃがいもを
しゅうかく

することができました。 月初
は じ

めにはこのじゃがいもを って、 生や保護者の方

と一緒に が レーを り、地域 ラン アの方を
しょうたい

して べました。どの

子も、じゃがいもを
あ ら

ったり切
き

ったり
い た

めたりと、一生
いっしょうけんめいち ょ う り

をしました。
しょうたい

した方々にも喜
よろこ

んでいただき、日頃
ひ ご ろ

の感謝
か ん し ゃ

の気持ちを伝えることができました。人

との
ふ

れ
あ

いを通して、子ども一人一人が心身
し ん し ん

ともに健
す こ

やかな成長
せいちょう

ができるよう取

り組んでいます。

つ く ち い き

保護者の声

・子どもたちがたくさん べてい

て
おどろ

きました。

・子どもと一緒に
ち ょ う り

をするのは

大変ですが しかったです。

たちの声

・
きんちょう

したけどおいしい レー

ができて嬉しかった。

・
り ょ う り

をするとき
あ つ

かった。お

さんは毎日
ま い に ち

大変
た い へ ん

なんだなっ

て思った。

気
びょうき

にかかりやすい

口
こうしゅう

の
げんいん

・
し

周
しゅうびょう

・むし
ば

になりやすい

気にかかりにくい

口 の ・ 周 ・むし になりにくい

いつも口が開
ひら

いている。

だ
えき

が
た

まらず、口の中が
かんそう

しがち。

だ が まらないので、
ざっきん

が
はんしょく

しやすい

環境
かんきょう

になる。

気
く う き

が 接
ちょくせつ

のどの
ねんまく

について、
えんしょう

を
お

こ

しやすい。

目覚
め ざ

めたときに、のどが
いた

む。
さいきん

やウイルスがそのまま体内
たいない

に入
はい

りやすい。

ドライ ウス 口
こうくうかんそうしょう

になりやすい

の
ねんまく

で、 気の 度や温度が
ちょうせつ

さ

れる。きれいな 気が体内に入る。

呼 は口を
と

じているので、だ が出て

口内の を ぎ、 の を ぐ

がある。

口呼 に べて口
こうしゅう

が発生
はっせい

しにくい。

だ には、 を
おさ

える
さ よ う

の
ほか

、 周

の
よ うこ う か

もある。

「いびき」
よ う

になる

美
び は だ こ う か

がある

が えられ、きれいなフ イスラ

インを る。

の を ぐ。

呼 に変える

練習をしてみ

ましょう。

呼 はいいこと

いっぱい

「いびき」が出やすい
した

の
きんにく

や口を
と

じる力
ちから

が
お

ち、 がのど

に ちやすくなり、気
き ど う

が
せま

くなることによ

って、いびきが出やすい環境
かんきょう

を
つく

る。

だらしない
いんしょう

になる
ひょうじょうきん

が
きた

えられず、口元
くちもと

がゆるみやす

くなり、だらしない
いんしょう

になる。

だ が 発
じょうはつ

・
かんそう

している 態
じょうたい

が続くと、

体内の水分
すいぶん

下
て い か

につながる。
かんそうはだ

になり

やすい

日頃
ひ ご ろ

から口元
くちもと

を

意
い し き

して、なるべ

く 口 を じ る

習
しゅうかん

をつけまし

ょう。

水やお などを

口にふくんでか

ら、 で息を う

練習
れんしゅう

をしてみま

しょう。

口を
と

じて

を
か

むと 呼

の練習ができ

ます。

ふうせん

をふくらま

したり、「ふきもど

し」で んだりし

てみましょう。

やわらかい
まくら

で
あ お む

けに
ね

るよ

うにしましょう。

Ｑ 息子
む す こ

が
しゅくだい

をやらなくて
こま

っています。 レ を
け

したり、家族
か ぞ く

も協 力
きょうりょく

をして、 ができる環境
かんきょう

を
ととの

えているのですが、なかなか集 中
しゅうちゅう

して

できません。息子が毎日
まいにち

の をやるようにするためにはどうしたらいい

でしょうか 小１ 子・

Ａ 毎日の に取
と

り組
く

むことは、お子さんにとっても大変なことだと思いま

す。
とく

に年
ねんれい

が
ひく

い場 には、自主的
じしゅてき

に する動機
ど う き

づけが難
むずか

しいかもし

れません。まずは、お子さんが をやろうとしたときに、ほめて応
おうえん

し

てあげることが、お子さんの自分から取り組む気持ちを育てることにつな

がるのではないでしょうか。教
きょうかしょ

を持って
じゅんび

を始めたときに
ほ

め、

教
きょうかしょ

を
ひろ

げ
もんだい

に取かかったときに め、集 中
しゅうちゅう

しているときに める

など、 に取り組んでいる間「すごいね」「いいね」「できたね」と 度

も励
はげ

ましの声
こ え が

けを行います。そうすることで、お子さんの ー

ンが 持
い じ

されていきます。 に取り組むことが大変だからこそ、たくさ

んの め言葉というご 美
ほ う び

を 意して、お子さんを応
おうえん

しましょう。長
なが

い

目
め

で見守
み ま も

り、自分でできる力を育
そだ

てていきましょう。

１ 口
くち

呼
ひ ふ

呼 ３
はな

呼

今
こんごう

で紹
しょう

介
かい

した、
よ

い呼 の方
ほうほう

は のうちどれでしょう

はがきに、 え・ 所・ 名・年 ・ 話 ・ご意見やご感 を 記の上、

成 ９年１ 月１日 までに下記あて へ。 者の中から

で１０名様に 品を し上げます。
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